様式２－１
平成　　年　　月　　日

実社会との接点を重視した
課題解決型学習プログラムに係る実践研究

事業完了報告書
文部科学省初等中等教育局長　殿

団体名

所在地

代表者職名

　　　氏名　　　　　　　　　　印

担当者所属職名

　　　氏名

電話番号

FAX番号

E-MAIL

　「実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究」の完了報告書を次のとおり提出します。

※　様式上の※書きはすべて削除すること。
※　本報告書のほか、
　・　学習プログラムにおける学習活動が教科等のどの指導事項に位置付けられているかや、当該教科等の関係性がわかる年間指導計画又は単元計画
　・　授業で実際に使った自作の教材
　をあわせて提出すること。
様式２－２
※　体裁は４０字×４０行。１２ポイント。
実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究
実施方法等
１．実践校について
	実践校名
	（ふりがな）
○○県立○○高等学校（中学校）

	学科名
	生徒数
	学級数

	
	
	


　※　生徒数、学級数については、学校全体の数を記載する。高等学校において複数の学科が設置されている場合は、行を増やすこと。小・中学校については、学科名欄には斜線を引くこと。
２．実践研究の対象
  ※　上記１のうち、実践研究に取り組んだ学科、学年、人数、学級数を明確に記載する。なお、全校生徒で取り組んだ場合は、その旨記載すれば足りること。
３．実践研究の実施経過
  ※　実践研究の実施経過について時系列で記載する。
４．実践研究の実施体制
　※　実践校における本実践研究の実施体制が分かるよう、できるだけ具体的に記載する（学校と地域社会の関係者等との連携調整等を行う「社会参画推進委員会」を置いた場合には、位置付けが分かるように記載すること。）。
５．教育委員会等として取り組んだ内容
　※　実践研究の充実や成果の普及の観点から、教育委員会等において取り組んだ内容を具体的に記載する。
様式２－３
※　Ａ４判２枚程度にまとめる。
※　体裁は４０字×４０行。１２ポイント。
実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（概要）
実践校名：○○学校（○○学科）
概要
　○　□□の活動を通じて、△△を育む学習プログラムを開発する。

※　どのような学習活動を通じて、どのような力を育むことを目指す学習プログラムなのかが端的にわかるよう、２～３行でまとめて記載する。
学習プログラムの目標
　○　・・・

　○　・・・

※　学習プログラムを通じて児童生徒に育む力を具体的に記載する。
学習プログラムの主な内容
　①　・・・（見出し）

　　　・・・（本文。１～３行程度）

　②　・・・（見出し）

　　　・・・（本文。１～３行程度）

　③　・・・（見出し）

　　　・・・（本文。１～３行程度）

　④　・・・（見出し）

　　　・・・（本文。１～３行程度）

※　実践した順に学習活動の概要を記載する（詳細は様式２－４に記載するものとする）。記載内容については記載例を参照すること。なお、類型Ⅱについては、取り組んだ内容ごとに項目立てをして記載すること。
（記載例）

　①　外部講師による講義

　　　神戸市長田区まちづくり課職員から、少子高齢化、多文化共生、中心市街地活性化、震災復興、環境問題、コミュニティなど地域の課題についての講義を受ける

　②　フィールドワーク

　　　グループごとに扱う課題（研究テーマ）を設定し、フィールドワークを行う

　③　グループディスカッション

　　　グループごとに課題解決について話し合う

　④　発表活動

　　　グループごとに提言をまとめ、発表を行う。その際、神戸市長田区まちづくり課職員やＮＰＯ法人などフィールドワークにかかわった関係者から指導助言をもらう

　⑤　課題解決に向けた活動

　　　自ら考えた課題解決に向けた活動を課外活動として行う（④の発表内容を踏まえた活動を企画し、地域のイベント等で実践する）

学習プログラムの成果の概要
　○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

※　生徒の意識や態度がどのように変容したか等学習プログラムの成果の概要を記載する（詳細は様式２－５に記載するものとする）。　
様式２－４
※　学習活動ごとにＡ４判１枚程度にまとめることを基本とするが、学習活動の内容によっては、２枚以上となってもよいし、複数の学習活動で１枚としてもよい。
※　体裁は４０字×４０行。１２ポイント。
実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（内容）
実践校名：○○学校（○○学科）
学習活動①　・・・（見出し）
　○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

※　具体的な内容をわかりやすく記載する。その際、指導上の留意点や地域と連携する際の留意点についても記載する。
※　写真や活用した資料などを複数掲載する。
学習活動②　・・・　
　○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

様式２－５
※　Ａ４判３枚程度にまとめる
※　体裁は４０字×４０行。１２ポイント。
実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラム（成果と課題）
実践校名：○○学校（○○学科）
成　果
（児童生徒の変容等）
　○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

※　学習プログラムを実施することにより、生徒の意識や態度がどのように変容したかを数量的なデータでグラフなどを用いて記載する。あわせて、生徒のレポートなどを引用することなどにより、生徒の具体的な変容を示すことも考えられる。このほか、教師の意識や学校と地域との関係などの変化も記載することも考えられること。　
（取組の工夫）

　○　・・・

　○　・・・

　○　・・・

※　委託要項に従い、研究を通じて明らかにした次の内容について記載すること。
委託要項（抜粋）

　２　事業の内容

【類型Ⅰ】

　　　①　児童生徒が地域の具体的な課題を自分との関わりの中で捉えられるようにするための工夫及び、地域社会との連携を円滑に進めるための工夫等を明らかにする。
　【類型Ⅱ】

　　　①　社会を構成する自立した主体となるために必要となる知識を、生徒が自分自身との関わりの中で捉えられるようにするための工夫及び、学校外部の人材や地域社会と連携を円滑に進めるための工夫等を明らかにする。
課　題
　○　・・・

　○　・・・

※　学習プログラム実践上の課題を記載する。　
